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｢（対談）病院の新築・建替え計画の 
 プロジェクトマネジメント手法導入の有効性｣ 

～新築・建替えは、医療のブランドを確立し、経営改善を実現する機会である～ 
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＜ はじめに ＞ 
    
今回の対談は、これまで２回(No.9-11、9-14)のコンストラクション・
マネジメント(以下ＣＭ)に関する執筆のまとめとして企画しました。 
 
病院の新築・建替え時は、①医療運営(ソフト部分）②建物(ハード部分）
のそれぞれのマネジメントが重要となります。しかし、実務的にはそれら
両方を一体的なプロジェクトとしてマネジメントすることが、新築・建替え
を成功させる何よりも重要なファクターとなります。 
 
そこで、今回の企画では、グリーンホスピタルサプライ株式会社と日建
設計コンストラクション・マネジメント株式会社との対談を実現しました。 
 
医療運営の視点(前者)、建物の視点(後者)と、それぞれアプローチの異な
るマネジメント業務を行っている中で、プロジェクトマネジメントの意義や
手法から現在の実情や将来の展望まで幅広く対談して頂きました。 
 
 
 

 


